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広報 あなたと

町をつな
ぐ情報誌

ありがとう「平成」
乳幼児子育て用品支援事業が始まりました

さくらタウン末広分譲申し込み受け付け開始

塙工高存続を強く要望

 今⽉から新しい元号「令和」となりました。平成を振
り返る意味で、平成元年からの５⽉号（⼀部）の表紙を
並べてみました。皆さんの中にも思い出深い表紙がある
かもしれません。ちなみに平成元年 5⽉号の広報紙は
B５版で、第306号でした。



　

乳
幼
児
子
育
て
用
品
支
援
事
業
は
、

日
常
的
に
子
育
て
に
必
要
な
、
紙
お
む

つ
や
ミ
ル
ク
な
ど
の
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
、
ひ
と
月
あ
た
り

の
上
限
額
は
２
５
０
０
円
で
す
。
保
護

者
・
乳
幼
児
と
も
塙
町
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
29
年
５
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
２

歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
保

護
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。利
用
に
は
、

事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
不

明
な
点
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
給
付
対
象
物
品

　

町
指
定
の
販
売
店
（
※
）
で
購
入
す

る
「
お
む
つ
関
連
用
品
（
紙
お
む
つ
、

布
お
む
つ
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
お
む
つ

ラ
イ
ナ
ー
、
お
し
り
ふ
き
な
ど
）」
と

「
授
乳
関
連
用
品（
粉
ミ
ル
ク
、哺
乳
瓶
、

替
え
乳
首
、
搾
乳
機
、
母
乳
冷
凍
保
存

パ
ッ
ク
、
消
毒
用
品
な
ど
）」
で
す
。

※
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン
塙
店

（
材
木
町
）、
菊
地
薬
局
（
本
町
）、
ツ

ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
塙
店
（
大
町
）

㊟
販
売
店
は
、
事
業
者
の
申
請
に
よ
り
、
今

　

後
追
加
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
金
上
限

　

ひ
と
月
あ
た
り
２
５
０
０
円

■
給
付
対
象
期
間

　

乳
幼
児
が
２
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

前
月
ま
で
（
月
ご
と
に
計
算
）

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
　

福
祉
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

乳幼児⼦育て⽤品⽀援事業の利⽤の仕⽅

塙町役場
（健康福祉課福祉係）

２歳児未満の
乳幼児の保護者

⼦育て⽤品の
販売店

① 受給者認定申請書を役場に提出します。
② 調査し、決定した内容を通知します。
③ 受給者として認定された場合は、申請した⽉の⼦育て⽤品購⼊代から該当になりま
  す。また、給付⾦は受給者指定の⼝座へ振り込みますので「⼝座振込依頼書」を役
  場に提出します。
④ 販売店で⼦育て⽤品を購⼊する場合は、町が作成する領収証を販売店に持参し、販
  売店で領収証に記⼊をしてもらいます。
⑤ 領収証は、請求書とともに購⼊した⽉の翌⽉１０⽇までに役場に提出してください。
⑥ 請求内容を確認した後、給付額を決定し⾦額と振込⽇をお知らせします。

①受給者申請書

②受給者認定通知

⑤請求書・領収証を提出

⑥給付決定・振込通知

③⼦育て⽤品購⼊

④領収証

生
活
に
便
利
な
立
地
と
美
し
い
景
観

さ
く
ら
タ
ウ
ン
末
広
の

分
譲
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た

■
申
し
込
み
は
５
月
20
日
（
月
）
ま
で

　

塙
町
の
定
住
人
口
増
加
を
目
的
に
、
末

広
町
地
内
に
整
備
を
し
た
住
宅
分
譲
地

「
さ
く
ら
タ
ウ
ン
末
広
」
の
申
し
込
み
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。
春
に
は
、
久

慈
川
堤
防
の
桜
並
木
を
望
み
、
大
型
ス
ー

パ
ー
や
塙
厚
生
病
院
な
ど
生
活
に
便
利
な

店
舗
や
施
設
に
も
近
く
、
快
適
な
暮
ら
し

を
支
え
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
分
譲
地
購
入
の
た
め
の
「
土
地
購

入
助
成
制
度
（
１
区
画
・
最
大
１
０
０
万
円

の
補
助
）」
や
「
住
宅
建
築
助
成
制
度
（
最

大
２
３
０
万
円
の
補
助
）」
な
ど
、
購
入
し

や
す
い
分
譲
価
格
と
住
宅
建
築
を
支
援
す

る
補
助
制
度
を
準
備
し
ま
し
た
。

　

塙
町
に
定
住
す
る
方
で
、
購
入
条
件
を

満
た
す
方
は
ど
な
た
で
も
購
入
で
き
ま

す
。
購
入
条
件
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■全22区画（平均65坪）
■１区画520万円から630万円
■申し込み受け付け期間
  5⽉20⽇（⽉）まで
■公開抽選⽇
  5⽉21⽇（⽕）
■申し込み・問い合わせ先
  まち整備課 ☎0247-43-2117

区画図

塙⼩学校
塙町役場

塙厚⽣病院
はなわこども園

磐城塙駅
塙町コミュニティプラザ

工事の安全を祈願し鍬入れをする宮田町長

　

東
白
衛
生
組
合
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
の
起
工

式
が
、
４
月
16
日
（
火
）
に
上

渋
井
地
内
の
現
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

起
工
式
に
は
、
組
合
管
理
者

で
あ
る
宮
田
秀
利
町
長
を
は
じ

め
、
副
管
理
者
の
湯
座
一
平
棚

倉
町
長
、
古
張
允
矢
祭
町
長
、

大
樂
勝
弘
鮫
川
村
長
や
施
工
業

者
な
ど
関
係
者
約
40
人
が
参
加

し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　

整
備
工
事
は
、
し
尿
お
よ
び

浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
処
理
し
て

い
る
現
在
の
施
設
が
、
建
設
か

ら
25
年
以
上
経
過
し
、
経
年
劣

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
整

備
さ
れ
る
も
の
。
活
用
可
能
な

建
物
躯
体
や
設
備
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
、

循
環
型
社
会
へ
向
け
た
資
源
回

収
・
再
資
源
化
に
対
応
し
た
、

汚
泥
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
修
復
・
再
生
）

を
行
い
ま
す
。

　

施
工
管
理
は
、
株
式
会
社
エ

イ
ト
日
本
技
術
開
発
、
施
工
は

ク
ボ
タ
環
境
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
東
北
支
店
が
行
い
、
工
事
期

間
は
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

３
月
19
日
ま
で
で
す
。
処
理
能

力
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
等
の
１

日
56

（
し
尿
４
　

、
浄
化
槽
汚

泥
40
　

、
農
集
排
汚
泥
12
　

）。

　

工
事
費
は
、
21
億
２
２
２
０

万
円
で
、
約
85
％
が
循
環
型
社

会
形
成
推
進
交
付
金
と
震
災
復

興
特
別
交
付
税
で
ま
か
な
わ
れ

ま
す
。 klkl

kl

kl

東白衛生組合汚泥再生処理センター整備工事起工式

循環型社会に対応した施設に改修

乳幼児子育て用品支援事業が始まりました

２歳未満の乳幼児を
養育している保護者に
助成⾦を⽀給します

　

町
で
は
、
子
育
て
に
必
要
な
紙
お
む
つ
や
ミ
ル
ク
な
ど
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
乳
幼
児
子
育
て
用
品
支
援
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
利
用
で
き
る
方
は
、
保
護
者
・
乳
幼
児
と
も
塙
町
に
住
所

が
あ
り
、
２
歳
未
満
（
平
成
29
年
５
月
１
日
以
降
生
ま
れ
）
の
乳
幼
児
を

養
育
し
て
い
る
方
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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県
教
育
長
に
１
万
１
１
８
１
筆
の
署
名
と
要
望
書
を
提
出

塙
工
業
高
校
の
存
続
を
強
く
求
め
る

　

宮
田
町
長
ら
は
、
県
教
育
委
員
会
が
策
定

し
た
「
県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実
施
計
画
」

に
よ
り
、
白
河
実
業
高
校
と
の
統
合
が
示
さ

れ
た
塙
工
高
の
存
続
、
同
計
画
の
見
直
し
を

求
め
る
要
望
書
に
１
万
１
１
８
１
筆
の
署
名

簿（
２
９
９
５
枚
）を
添
え
て
、４
月
２
日（
火
）、

鈴
木
淳
一
県
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
は
、
計
画
の
見
直
し
と
、
過
疎
・
中

山
間
地
域
の
例
外
的
な
措
置
と
し
て
塙
工
高

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
の
２
点
を
強
く
求
め
、

署
名
は
塙
工
業
高
校
活
性
化
推
進
協
議
会

（
会
長
・
宮
田
町
長
）
が
主
体
と
な
り
町
民

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
県
内
外
の
企
業
、
関

係
団
体
な
ど
同
校
に
関
わ
る
多
く
の
方
か
ら

署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は
、
今
後

も
同
校
存
続
の
た
め
、
要
望
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

鈴木県教育長（㊧から４）に要望書を提出する宮田町長、下重同窓会長、秦教育長、宮川県議（㊧から５・６・７・８）

■署名内訳

区　分 枚　数 署名数

塙⼯⾼ＰＴＡ 700 枚 2,847 ⼈
塙⼯⾼同窓会 386 枚 1,543 ⼈
塙⼯⾼同窓会
 （企業）  48 枚 48 社

塙⼯⾼同窓会
（企業個⼈） 87 枚 366 ⼈

塙⼯⾼活性化
推 進 協 議 会 1,660 枚 5,930 ⼈

塙 中 同 窓 会 69 枚 261 ⼈
塙 町 商 ⼯ 会 45 枚 186 ⼈
合     計 2,995 枚 11,181 ⼈

私たちも見守ります
―塙工高１年生に「子ども見守り隊」身分証交付―

　塙工高新入生に対する「塙町子ども見守り隊」身分証交付式

が、４月 10 日（水）に同校格技場で行われ、秦公男教育長が

新入生代表の上妻真帆さんに身分証を手渡しました。地域の子

どもたちを事件・事故から守るために、高校生の力も借りよう

と、平成 18 年から始まった「子ども見守り隊」。今年度は 43

人に交付されました。また、斉藤一貴さんが「子どもたちを見

守り、地域・学校・警察と連携を図りながら、防犯活動に協力

します」と誓いの言葉を述べ、防犯への意識を新たにしました。

高齢者の安否確認や話し相手として
―塙町高齢者見守り事業訪問員に委嘱状交付―

　塙町高齢者見守り事業訪問員に対する委嘱状交付式が、４月

12 日（金）に役場応接室で行われ、新たに訪問員になった小峰

敏江さん（那倉）と小峯ふゆ子さん（那倉）に宮田秀利町長から

委嘱状が交付されました。35 人となった訪問員で、町のひとり

暮らしの高齢者の安否確認や話し相手としてご協力いただきま

す。訪問を希望する方は、下記までお問い合わせください。

■問い合わせ　健康福祉課 高齢者支援係　☎４３－２２２７

誓いのことばを述べる斉藤一貴さん㊨

小峯ふゆ子さん
（担当：那倉地区）

小峰敏江さん
（担当：那倉地区）

町長を補佐し「みんなが主役
しあわせ実感のまち　はなわ」
の実現に向け、誠心誠意努力
していきます。

■
副
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
平
成
31
年
第
１
回
塙
町
議

会
定
例
会
で
、
副
町
長
選
任
の
同
意
を

い
た
だ
き
、
４
月
１
日
付
け
で
塙
町
副

町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）

に
塙
町
役
場
に
奉
職
し
、
37
年
３
カ
月

間
、
町
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
職
場
の
同
僚
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
厚

情
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

副
町
長
を
拝
命
し
、
そ
の
職
責
の
重

大
さ
を
深
く
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
若
輩
の
身
で
、
元
よ
り
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
宮
田
町
長
を
補
佐
し
、

「
み
ん
な
が
主
役
　

し
あ
わ
せ
実
感
の
ま

ち
　

は
な
わ
」
の
実
現
に
向
け
、
誠
心

誠
意
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
も
、
何
と
ぞ
一
層
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
副
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　平成 31 年３月 28 日（木）に、

塙農村勤労福祉会館（２階）で執

行された２件の入札結果をお知ら

せします。

【略歴】
S57.1 塙町役場⼊庁
    総務課勤務
H14.4 建設課 ⼯務係⻑
H24.4 まち振興課 課⻑補佐
H26.4 東⽩衛⽣組合派遣
    事務局⻑
H29.4 町⺠課⻑
H30.4 総務課⻑
H31.3 退職
H31.4 塙町副町⻑に就任

佐藤 要⼀（常世北野）

Sato Yoichi

　工事等場所　大字片貝字殿畑地内

　工事種別　　計画策定

　予定価格（税込）8,426,160 円

　落札額（税込）　 7,992,000 円

　落札者

　アジア航測株式会社福島支店

　支店長　木村元太郎

　工事等場所　大字田代字白石沢地内

　工事種別　　森林伐採（間伐）

　予定価格（税込）　17,726,040 円

　落札額（税込）　　17,334,000 円

　落札者

　株式会社松栄商事

　代表取締役　鈴木英昌

ふくしま森林再生事業
殿畑地区計画策定業務

ふくしま森林再生事業白石沢
地区１工区森林整備業務委託

入札結果をお知らせします

木田団長から辞令を交付された井坂指
導部長㊧

宮田町長から辞令を交付された木田団長、藤田・佐藤・松本副団長 　

２
年
に
１
度
の
塙
町
消
防
団
役
員

改
選
が
あ
り
、
４
月
１
日
（
月
）
に

宮
田
秀
利
町
長
か
ら
木
田
廣
明
団
長

（
13
期
目
）
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
木
田
団
長
か
ら
は
、
藤
田
芳

雄
さ
ん
（
10
期
目
）、
佐
藤
悦
雄
さ

ん
（
６
期
目
）、松
本
源
市
さ
ん
（
５

期
目
）
の
副
団
長
３
人
へ
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
21
日
（
日
）
に
塙
農

村
勤
労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
た
辞
令

交
付
式
で
は
、
木
田
団
長
か
ら
本
団

指
導
部
長
、
本
団
指
導
部
、
分
団
長
、

副
分
団
長
、
部
長
、
班
長
、
新
入
団

員
、
退
団
団
員
に
そ
れ
ぞ
れ
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
新
体
制
が
確
立

し
た
塙
町
消
防
団
。
地
域
の
安
全
は

自
分
た
ち
が
守
る
と
い
う
意
識
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

塙
町
消
防
団
役
員
改
選

地
域
の
安
全
は
⾃
分
た
ち
が
守
る
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「
令
和
」
と
い
う
新
時
代
を
、
田
植

え
と
と
も
に
迎
え
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
塙
町
に
来
て
も
う

す
ぐ
３
年
。
人
生
初
の
お
米
作
り
は
、

最
も
心
に
残
っ
た
経
験
の
ひ
と
つ
で

す
。
今
月
は
、
お
と
と
し
に
取
り
組
ん

だ
お
米
作
り
で
お
世
話
に
な
っ
た
大
ベ

テ
ラ
ン
の
方
々
に
改
め
て
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

●
近
藤
進
さ
ん
︵
東
河
内
︶

　

私
た
ち
が
お
米
を
作
っ
た
の
は
、
き

れ
い
な
湧
き
水
が
近
く
を
流
れ
、
澄
ん

だ
空
気
に
包
ま
れ
た
一
本
木
の
田
ん

ぼ
。
田
の
耕
起
や
稲
の
収
穫
な
ど
を
扱

う
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
近

藤
さ
ん
で
す
。
大
き
な
機
械
を
自
在
に

操
る
姿
に
圧
倒
さ
れ
る
私
た
ち
に
「
車

の
運
転
と
同
じ
で
、や
れ
ば
覚
え
る
よ
」

と
さ
ら
り
。「
昔
は
機
械
な
ん
て
な
く

て
、
馬
や
牛
が
し
て
く
れ
た
こ
と
。
米

作
り
も
今
は
質
が
問
題
に
な
る
け
ど
、

昔
は
量
を
と
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。

冷
害
に
備
え
て
備
蓄
し
て
、
食
べ
る
の

は
お
と
と
し
の
お
米
。
坪
刈
競
技
会
な

ん
て
も
の
も
あ
っ
た
な
ぁ
」
と
、
昔
の

苦
労
も
懐
か
し
そ
う
に
話
す
近
藤
さ
ん
。

「
一
本
木
は
土
も
良
い
し
、
古
く
か
ら

の
き
れ
い
な
湧
き
水
も
自
慢
だ
ね
」。

作
業
の
合
間
に
手
で
受
け
て
飲
ん
だ
思

い
出
の
湧
き
水
。
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
美

味
し
さ
で
し
た
。

●
星
正
芳
さ
ん
︵
台
宿
︶

　

育
苗
や
田
植
え
、
草
刈
り
、
水
の
管

理
ま
で
の
一
連
の
作
業
や
気
配
り
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
水
に
つ
け

た
種
籾
の
管
理
で
必
要
な
の
は
、
ち
ゃ

ん
と
酸
素
に
も
触
れ
さ
せ
て
あ
げ
る
こ

と
。
昔
は
、
空
気
の
流
れ
が
あ
る
沢

に
つ
け
た
も
ん
だ
よ
」
と
、
愛
お
し
そ
う

に
種
籾
を
見
つ
め
る
星
さ
ん
。「
ハ
ウ

ス
が
な
か
っ
た
こ
ろ
は
、
畑
に
種
を
撒

い
て
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
て
苗
を
作
っ

た
け
ど
、
さ
ら
に
前
に
は
、
田
ん
ぼ
に

畝
を
作
っ
て
油
紙
を
し
い
て
発
芽
さ
せ

て
い
た
ね
。
昔
は
、
６
月
に
な
っ
て
か

ら
田
植
え
だ
っ
た
よ
」。
お
と
と
し
は
、

田
植
え
や
斜
面
の
多
い
一
本
木
の
畔
を

一
緒
に
草
刈
り
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
良
い
思
い
出
で
す
。
星
さ
ん
は
、
昨

年
ま
で
ダ
リ
ア
も
出
荷
さ
れ
、
町
の
最

年
長
の
ダ
リ
ア
農
家
さ
ん
で
し
た
。「
手

入
れ
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
平
成
の
良

い
思
い
出
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
で
楽

し
む
く
ら
い
に
作
る
つ
も
り
」。
お
米

も
ダ
リ
ア
も
、
こ
れ
か
ら
ま
た
始
ま
っ

て
い
き
ま
す
。

●
鈴
⽊
仁
さ
ん
︵
伊
⾹
︶

　

協
力
隊
で
挑
戦
し
た
の
は
「
竹
パ
ウ

ダ
ー
米
」。
鈴
木
さ
ん
は
、
こ
の
町
で

こ
の
農
法
で
の
米
作
り
を
実
践
さ
れ
て

い
る
お
一
人
で
す
。
お
と
と
し
、
主
に

販
売
の
仕
方
で
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
４
年
前
に
、
偶
然
竹
パ
ウ
ダ
ー

米
の
サ
ン
プ
ル
を
食
べ
、
そ
の
美
味
し

さ
に
衝
撃
を
受
け
、作
り
始
め
ま
し
た
。

検
査
す
る
と
、
も
ち
ろ
ん
高
い
食
味
値

が
出
ま
し
た
が
、
そ
の
独
特
の
甘
さ
は

同
じ
数
値
の
お
米
で
も
出
せ
な
い
ね
」

と
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
米
の
美
味
し
さ
を
語

る
鈴
木
さ
ん
。「
竹
パ
ウ
ダ
ー
は
、
散

布
の
手
間
が
大
変
だ
し
、
量
も
あ
ん
ま

り
と
れ
な
い
。
で
も
、
そ
の
質
の
良
さ

で
十
分
報
わ
れ
ま
す
。
90
と
い
う
食
味

値
を
超
え
る
の
が
目
標
。
販
売
の
仕
方

も
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
た
い
」。
鈴
木
さ

ん
の
試
行
錯
誤
が
今
年
も
始
ま
り
ま
す
。

　
　

自
分
で
つ
く
っ
た
お
米
が
美
味
し

か
っ
た
こ
と
は
、
手
塩
に
か
け
て
育
て

た
ダ
リ
ア
が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
た

と
き
と
同
じ
く
ら
い
の
感
動
で
し
た
。

お
米
作
り
を
経
験
し
、
茶
碗
一
杯
の
ご

飯
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

気
付
き
ま
す
。
塙
町
の
米
作
り
の「
昔
」

と
「
今
」
を
知
り
、さ
ら
に
「
塙
米
愛
」

が
深
ま
り
ま
し
た
！ 

農
家
の
皆
さ
ん
、

今
年
も
塙
の
美
味
し
い
お
米
作
り
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！
　
　

（
記
・
川
村
）

おこ しこ し
協力隊体験記協力隊体験記

地
域

Kawamura × Arimura × HaraKawamura × Arimura × Hara

協力隊が育てたおととしのコメ。美味し
さに感動した思い出とともに、農家さん
との出会いで「塙米愛」が深まりました

今は機械が主流の農作業。今年も近藤さん
の米作りが始まりました

協力隊も美味しさに感動した
一本木の湧き水。近藤さんも
自慢の湧き水と話す

今はご自宅のビニールハウスで苗
作りを行う星さん。苗作りひとつ
とってもいろいろな歴史があるこ
とを教えていただきました。

竹パウダー米のサンプルを食べ衝撃
を受けたと語る鈴木さん。年ごとの稲
を飾り、米作りの参考にしています

Kawamura × Arimura × Haraこ し
協力隊体験記

狂⽝病予防注射は必ず受けましょう
■予防接種は義務です

　生後 91 日以上の犬は、生涯１回の登録と、年

１回の予防接種が義務付けられています。家族の

一員である愛犬との楽しい生活のためにも、忘れ

ずに予防接種を受けましょう。

■日程は回覧でお知らせします

　５月 15 日（水）から 17 日（金）および 19 日（日）

に町内各所で予防接種を実施します。詳しい場所

と時間は、回覧でお知らせしていますので、ご確

認ください。

■問い合わせ

　生活環境課　生活安全係　☎４３－２１４８

１．注射料金　　　　　　　　　　 ３，２００円

２．登録料（未登録の場合のみ）　　３，０００円

３．問診票（登録済みの場合のみ）

※各種料金は、釣り銭がないようにお願いします。

※問診票は必ず記入して持参してください。

◆予防接種を受けるために必要なもの

愛犬との楽しい生活のためにもお忘れなく

　犬を放し飼いすることで、人や他の犬を咬む危険

や、糞尿により住民に迷惑をかける可能性がありま

す。犬は必ずつないで飼いましょう。また、散歩中

は必ずリードをつけ、ふんは責任を持って持ち帰り

ましょう。マナーを守って愛犬との楽しい生活を。

飼い主の皆さんへ

犬は必ずつないで飼いましょう。
糞尿の後始末は飼い主の責任で。

町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

平
成
31
年
度
⾏
政
区
⻑
を
委
嘱

　

平
成
31
年
度
塙
町
行
政
区
長
会
議

が
、
４
月
12
日
（
金
）
に
塙
農
村
勤

労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
、
宮
田
秀
利

町
長
か
ら
行
政
区
長
43
人
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
塙
町
行
政
区
長
連

合
会
総
会
が
行
わ
れ
、
行
政
区
長
会

長
に
吉
村
守
広
さ
ん
（
塙
六
区
）
が

選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
副
会
長
３
人
、

理
事
８
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
行

政
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
区
の
運
営

は
も
と
よ
り
、
町
と
地
域
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
今
後
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

平成３1年度行政区長（敬称略）

区　名 氏　名 区　名 氏　名

※塙　一 金澤　圭一 ※大　畑 神永　英昭

　塙　二 生田目芳次 　田　代 菊地　　勝

　塙　三 芳賀　正光 　那　倉 小峰　政美

　塙　四 石井　常一 　矢　塚 岡崎　泰志

　塙　五 大友　正宏 　片　貝 大島　富男

◎塙　六 吉村　守広 　折　篭 寺内　勝男

※上渋井 白坂　和裕 　湯　岐 古屋　敏明

　堀　越 佐藤　　誠 　木野反 金澤　源一

※小　高 小松　貞男 ※前　田 鈴木　芳雄

○西河内 根本　栄一 　森之根 鈴木　康成

　東河内一 大友　眞市 　川上一 佐藤　　勝

　東河内二 早川　富彦 ※川上二 鈴木　泰弘

　水　元 芳賀　　敏 　川上三 下重　督光

　八　幡 下重　訓男 　川上四 北郷　正光

　赤　坂 近藤　正志 　上石井 深谷　義人

　常世中野 荒川　市郎 ※稲　沢 戸井田　悟

　竹之内 今井　　勉 　台宿一 金澤　信一

　板　庭 藤田　秀夫 　台宿二 白石　仁一

　中　塚 松本　充也 ○伊　香 鈴木　佳美

　田野作 星　　孝一 ※植　田 金澤　忠良

　山　形 藤田　　力 　真名畑 緑川　博三

○大　蕨 鈴木　文芳 　◎会長（１）　○副会長（３）
　※理事（８）

区長を代表し、宮田秀利町長から委嘱状を交付さ

れる塙一区長の金澤圭一さん㊨
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◆
対
象
者

　

塙
町
に
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

※
高
校
生
は
除
き
ま
す

◆
実
践
期
間

　

令
和
２
年
３
月
２
日
（
月
）
ま
で

◆
カ
ー
ド
申
請
期
間

　

令
和
元
年
６
月
３
日
（
月
）
か
ら

　

令
和
２
年
３
月
２
日
（
月
）
ま
で

◆
参
加
方
法

①
ポ
イ
ン
ト
の
記
入
台
紙
を
入
手
す
る

　

（
役
場
窓
口
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
は

な
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
）

②
毎
日
の
健
康
づ
く
り
の
結
果
を
台
紙
に

　

記
録
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

③
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
、
役
場
窓
口

　

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い

◆
カ
ー
ド
発
行
基
準（
昨
年
度
塙
町
取
得
者
数
）

【
ノ
ー
マ
ル
】３
千
ポ
イ
ン
ト（
１
２
５
人
）

【
シ
ル
バ
ー
】
６
千
ポ
イ
ン
ト
（
38
人
）

【
ゴ
ー
ル
ド
】
１
万
ポ
イ
ン
ト
（
26
人
）

【
プ
ラ
チ
ナ
】
２
万
ポ
イ
ン
ト
（
１
人
）

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
】５
万
ポ
イ
ン
ト（
０
人
）

　大工のとうちゃんが働いているとこ

ろを見たことがないぼくは、とうちゃ

んに頼んで仕事場に連れて行ってもら

った。大工さんやほかの職人さんと力

を合わせて家が建つことを知ったぼ

く。とうちゃんかっこいい！！

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約

も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん
の
本

５月の
テーマ

「おとうさんは
　　だいくさん」

平田 昌弘／作

鈴木 まもる／絵

（佼成出版社）

●ものがたり

図書館情
報

新 刊 案 内

「みんなのストレッチ」

一般財団法人フィジカル
トレーナー協会 監修

（講談社）

　１日３分のストレッチで、膝・腰・肩

のしつこい痛みから解放され、快適に動

ける体をつくりましょう。

はなわ健康チャレンジ応援事業が始まります
健康推進だより ㊻

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇ １３⽇（⽉）、２０⽇（⽉）、２７⽇（⽉）、３１⽇（⾦）

【図書館の開館・休館情報（５⽉）】

　

今
年
も
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

す
る
「
は
な
わ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事

業
」
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
日
の
健
康
づ
く

り
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
ポ
イ
ン
ト
に

応
じ
て
「
ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
」
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
県
内
の
協
力
店
で
さ
ま
ざ
ま
な
特
典

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

町
か
ら
も
健
康
づ
く
り
応
援
グ
ッ
ズ
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

を
お
使
い
の
方
は
、
歩
数
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
が
貯
め
ら
れ
る
「
ふ
く
し
ま
健
民
ア

プ
リ
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
ア
プ
リ
版
は
町
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
対
象
外
と
な
り
ま
す
）。

はなわ健康チャレンジ応援事業

は、自分のペースで無理せず続

けられる健康づくりです。お得

な特典もありますので、ぜひ始

めましょう
【写真㊤】新入生を代表して誓いのこと

ばを述べる緑川怜羅さん【写真㊧・㊦】

43 人の塙工業生が誕生しました【写真

㊨】部活紹介で和太鼓部が力強い演奏を

披露しました

※
「
ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
」
の
協
力
店
（
１
３
０
０

店
以
上
）
は
、
続
々
拡
大
中
で
す
。
最
新
情
報
は
、
ふ

く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆
昨
年
度
の
参
加
者
の
声

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
８
割
以

上
の
方
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
機
会

が「
増
え
た
」と
回
答
し
、そ
の
頻
度
も「
ほ

ぼ
毎
日
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に

も
「
目
標
を
立
て
て
毎
日
で
き
る
の
が
楽

し
み
」「
無
理
の
な
い
目
標
を
立
て
少
し

ず
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」
と
、
自
分

に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
を
多
く
の
方
が
継

続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　
　
　
　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
４
３
）
２
１
１
５

 

光
が
丘
の
桜
が
咲
き
始
め
た
４
⽉

９
⽇
︵
⽕
︶
に
、
塙
⼯
業
⾼
校
⼊
学

式
が
挙
⾏
さ
れ
ま
し
た
。
創
⽴
71
周

年
⽬
を
迎
え
た
今
年
度
、
新
た
な
伝

統
を
築
く
43
⼈
︵
電
⼦
科
：
11
⼈
、

機
械
科
：
32
⼈
︶
の
新
た
な
塙
⼯
業

⽣
が
誕
⽣
し
ま
し
た
。

 

⼊
学
許
可
の
後
、
髙
橋
⽂
彦
校
⻑

の
式
辞
、
続
い
て
ご
来
賓
の
皆
さ
ま

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
、
新
⼊
⽣
を
代
表
し
て
、
緑
川

怜
羅
さ
ん
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
⼒
強

く
述
べ
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
塙
町

に
明
る
い
話
題
が
提
供
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

 

４
⽉
10
⽇
︵
⽔
︶
に
は
、
新
⼊
⽣

の
歓
迎
会
で
も
あ
る
、
先
輩
︵
２
・

３
年
⽣
︶
と
の
対
⾯
式
が
⾏
わ
れ
、

各
ク
ラ
ス
の
紹
介
や
応
援
委
員
会
か

ら
の
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
⽣
徒
会
活
動
の
説
明
も
あ
り
、

新
⼊
⽣
は
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

 

塙
⼯
業
⾼
校
に
は
、
６
つ
の
⽂
化

部
、
７
つ
の
運
動
部
が
あ
り
ま
す
。

特
⾊
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
、

⽣
徒
全
員
が
部
活
動
に
⼊
部
し
、
⾃

主
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
新
⼊
⽣

は
、
部
活
動
紹
介
を
真
剣
に
聞
き
な

が
ら
、
ど
の
部
に
⼊
部
す
る
か
悩
ん

で
い
る
様
⼦
で
し
た
。

丘光が丘
―福島県⽴塙⼯業⾼等学校だよりー Vol.12

からの

挑戦
43
⼈
の
新
⼊
⽣
が
⼊
学

対
⾯
式
・
部
活
動
紹
介
を
開
催

桜
と
久
慈
川
は
塙
町
の
宝

 

塙
町
に
も
春
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
ド
ロ
ー
ン
で
塙
⼯
業
⾼
校
と
久

慈
川
沿
い
の
桜
並
⽊
を
撮
影
し
ま
し

た
。こ
の
原
⾵
景
は
塙
町
の
宝
で
す
。
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塙町職員採用候補者試験を実施します

■
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

　

◆
行
政
職
　

若
干
名

　

◆
保
健
師
　

若
干
名

■
受
験
資
格

　

◆
行
政
職

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。（
学

　

歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

　

◆
保
健
師

　

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
者
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

　

者
ま
た
は
、
令
和
２
年
３
月
ま
で
に

　

取
得
見
込
み
の
者
。（
学
歴
は
問
い

　

ま
せ
ん
）

■
試
験
の
時
期

・
第
１
次
試
験

　

令
和
元
年
７
月
28
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
　

合
格
者
に
別
途
通
知

■
試
験
の
会
場

・
第
１
次
試
験
　

福
島
大
学

・
第
２
次
試
験
　

合
格
者
に
別
途
通
知

■
試
験
の
方
法

　

試
験
職
種
に
応
じ
た
学
力
試
験
を
行

　

い
ま
す
。

・
第
１
次
試
験
　

　

教
養
、
専
門
、
適
性
試
験

・
第
２
次
試
験
　

　

面
接
・
作
文
試
験

■
受
験
の
手
続
き

（
１
）
申
込
用
紙
の
請
求

　

塙
町
役
場
で
直
接
受
領
す
る
か
、
町

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
受
験
申
し
込
み
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

82
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信

　

用
封
筒
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

■
受
付
期
間

　

令
和
元
年
６
月
21
日
（
金
）
ま
で
の

　

執
務
時
間
内

⼤
卒
・
短
⼤
卒
程
度

塙保育園
主任保育士

小池 裕
ゆ う こ

子

生活環境課
主事（任期付）

吉田 哲
てつや

也

塙保育園
主任保育士

金澤 慶
け い こ

子

笹原幼稚園
教諭

金澤 優
ゆ み

実

塙保育園
主任保育士

藤田 郁
い く み

美

塙幼稚園
教諭

椎名 祥
しょうこ

子

塙保育園
専門主任保育士

金川 陽
ようこ

子

塙幼稚園
教諭

菊地 恵
え り こ

理子

総務課
主事

齋藤 伊
いおり

織

塙幼稚園
専門主任教諭

鈴木 美
み ち こ

智子

塙町のために働いてみませんか。

詳細については、町のホームページでもお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎４３－２１１１

新
採
⽤
職
員
の
紹
介

　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
採
用
に
な
り
ま
し
た
職
員
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
町
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

地域の交通安全のために
―交通教育専門員に委嘱状交付－

　交通教育専門員への委嘱状交付式が、４月１日（月）に役場応接室で

行われ、宮田秀利町長から鈴木勝弘さん（川上）に委嘱状が交付されま

した。任期は、令和２年３月 31 日までで、鈴木さんは新任となります。

　交通教育専門員は、多勢香汀さん（台宿）と２人体制で、交通安全に

関する教育活動や、街頭指導・広報活動など、地域や子どもたちの交通

安全のためにご協力いただいております。鈴木勝弘さん

地域の美化に努める
―環境美化推進員に委嘱状交付―

　環境美化推進員への委嘱状交付式が４月１日（月）、役場応

接室で行われ、宮田秀利町長から益子喜信さん（川上）、七宮

貞勝さん（台宿）に委嘱状が交付されました。益子さん、七宮

さんともに７期目となり、地域の美化活動や不法投棄のパト

ロール、環境美化に関する町への提言などにご協力いただくこ

ととなります。なお、任期は令和２年３月 31 日までとなります。 七宮貞勝さん益子喜信さん

ア
ル
コ
ー
ル
で
お
悩
み
の
⽅
へ

塙
厚
生
病
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ア
ル
コ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
多
く
の
場
で
人
と
人
を

つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
連
続
お
よ
び
多

量
摂
取
に
よ
り
心
身
に
害
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

や
飲
酒
運
転
な
ど
、
社
会
的
問
題
を
発
生
さ

せ
る
要
因
に
も
な
り
、
本
人
だ
け
で
な
く
家

族
や
周
囲
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
国
で
も
「
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

障
害
対
策
基
本
法
」
を
制
定
し
、
福
島
県
も

平
成
30
年
３
月
に
「
福
島
県
ア
ル
コ
ー
ル
健

康
障
害
対
策
推
進
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど

し
て
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塙
厚
生
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
、
ア
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ル
飲
酒
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
悩
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
な
ど
を
対
象

に
、
精
神
科
医
師
を
中
心
と
し
た
専
門
チ
ー

ム
が
医
学
的
な
立
場
か
ら
問
題
解
決
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
日
　

時

　

毎
週
金
曜
日
　

午
後
３
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
　

所

　

塙
厚
生
病
院
４
階
講
義
室

■
対
象
者

・
ア
ル
コ
ー
ル
飲
酒
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方

・
断
酒
を
考
え
て
い
る
方

※
ご
家
族
の
参
加
も
可
能
で
す

■
内
　

容

・
お
酒
に
関
す
る
体
験
を
話
し
合
う

・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
正
し
い
知
識
や

　

回
復
方
法
を
学
ぶ

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
厚
生
病
院
　

心
療
科
外
来

　

☎
（
４
３
）
１
１
４
５

院内で開催されているアルコールミーティング

精神科科長

志賀哲也医師

町の花「ダリア」
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今年度も子育てカレンダー配布中 !

　子育て支援に関するさまざまな町の行事の活動
日・活動場所・問い合わせ先などが一目で分かる
カレンダーです。子育てにぜひお役立てください。
配布場所：塙町公民館 ･ 塙町立図書館 ･ 塙町役場
行事内容：乳幼児健康診査 ･ のびのび教室 ･ 母親

教室・子育てサロン ･ 保育園開放日 ･
おはなし会・プレママ ･ にこにこ教室
･ なかよしルーム　
※塙町ＨＰからダウンロードできます。
　左の QR コードを読み取って下さい。

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館 

特
別
展
開
催
中

鈴
木
一
雄
写
真
展
「
ー
日
本
列
島
花は

な

の
聲

こ
え

ー
」

　

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館(

那
倉)

で
は
、
５
月
19

日(

日)

ま
で
塙
町
川
上
出
身
の
自
然
写
真
家
、
鈴

木
一
雄
氏
の
写
真
展
を
開
催
中
で
す
。
全
国
各
地
で

撮
影
さ
れ
た
花
々
の
写
真
43
点
の
ほ
か
、
塙
町
の
ダ

リ
ア
の
写
真
３
点
を
、
見
応
え
の
あ
る
大
型
パ
ネ
ル

で
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
、２
階
常
設
展
示
室
も
無
料
と
な
り
、

鈴
木
清
水
氏
の
書
、
杉
三
郎
氏
の
油
彩
画
、
富
永
一

朗
氏
の
漫
画
原
画
も
含
め
、
全
館
無
料
で
観
覧
で
き

ま
す
。
開
館
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
で
、
休
館
日
は
月
曜
日(

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
開
館
し
、
水
曜
日
を
休
館
と
し
ま
す)

と
火
曜
日

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

鈴木一雄氏撮影 『ミズバショウ』全倍（60 ㎝× 90 ㎝）

体験活動ボランティア高校生募集中
　小学生の体験活動を補助する高校生ボランティアを募集し
ます。子どもたちや他校生、お年寄りなどさまざまな人たちと
交流し、多くの体験を経て、自分の世界を広げてみませんか。
○募集対象校 
　塙工業高校
　修明高校
　修明高校鮫川校
　白河高校
　白河旭高校
　白河実業高校
　光南高校
　学法石川高校
○活動内容
　小学生の体験活動の補助、青少年の主張大会運営協力など
○活動時間帯 午前９時ごろに塙町公民館に集合、午後１時前
　後に活動終了となります。活動終了後に高校生同士の交流
　会を持つ場合もあります（遠足や宿泊行事などは解散時間
　が変わります）。
○行事内容 高校生ボランティア同士での研修や交流会、キャ
　ンプ、森林教室、クリスマスパーティー、那須甲子青少年自
　然の家での宿泊、小学生とお年寄りとの交流会、遠足など
○経費 活動に関する経費 ( 保険料、施設利用料等 ) は無料
　※集合場所までの交通費は各自の負担となります。
○ボランティア表彰 ６回以上の参加で履歴書記載可能の表彰
　対象となります。多くの活動へのご参加をお願いします。
○申し込み 各校の担当の先生へ提出
○問い合わせ 塙町青少年育成町民会議事務局☎４３- ２６４４

高齢者学級「長寿学園」参加者募集
　令和元年度の長寿学園生を募集します。5 月か
ら 2 月まで、月 1 回（全 10 回程度）のペースで、
一般教養や健康講座、ものづくりなどを学習しま
す。あなたもぜひ一緒に活動してみませんか。
対　　象：塙町在住で 60 歳以上の希望者
申し込み：塙町公民館窓口の申込み用紙に必要事
　　　　　項を記入し 5 月 20 日 ( 月 ) までにご
　　　　　提出ください。
　　　　　※ 5 月の活動開始後も随時参加可能です。
問い合わせ：塙町公民館　☎４３－０３２０

アロマスプーン製作に取り組む学園生県指定天然記念物『向ヶ岡公園のサクラ』の前で

～塙町生涯学習だより～　５月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

はなわスポーツクラブ
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５月号
◎クラブ会員の皆さまへ

年度ごとの保険更新手続き

をお早めにお願いします。

はなわスポーツクラブ通信

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

■開館時間：午前 10 時から午後 4 時
■休 館 日：月 ( 祝日の場合水曜日 ) ･ 火曜日
■入 館 料：無料 ( 今年度から２階展示室も無料 )
■問い合わせ：生涯学習課☎４３－２６４４
　　　　　　美　術　館☎４２－２５１０

あぶくま高原美術館 

　4 月 7 日（日）・14 日（日）午後 7 時から、星空さくらウォークを開
催しました。道の駅はなわを出発して、塙小学校の対岸の堤防で折り返
し、再び道の駅はなわまで戻るコースを歩き、ライトアップされた満開
の夜桜と満天の星空を眺め、とても贅沢な時間を過ごしました。またひ
とつ、塙町のいいところを発見しました♪
　はなわスポーツクラブでは、今後もさまざまな企画を用意して、IP
や広報などでお知らせします。皆さんの参加をお待ちしています！

日　時：5月 16日（木）※隔週木曜日（毎月 2回開催）
　　　　午後 7 時 30 分から午後 8 時 30 分
場　所：塙町公民館 第 2 和室
対象者：女性（20 人程度）
内　容：簡単ピラティス 
　　　　･ ボールエクササイズ
参加費：会　員 1 回  100 円
　　　　非会員 1 回 1,000 円
準備物：タオル、飲み物（用具はクラブで準備）
申し込み：はなわスポーツクラブ

日　　時：5月19日(日)　
　　　　　開会式 9 時 15 分（受付９時）
場　　所：塙町立体育館アリーナ
参加資格：老若男女問わず、カローリング経験不問
　　　　　（スポーツ障害保険にご加入下さい。）
参 加 費：１チーム 1,500 円
　　　　　（３人１組で構成）
準 備 物：体育館シューズ、
　　　　　タオル、飲み物　
申し込み：はなわスポーツクラブ
締 切 り：5月10日（金）　

☆星空さくらウォーク 開催しました♪

簡単ピラティス教室！(隔週木曜開催) はなスポ杯第20回カローリング大会参加者募集!!

　５月のなかよしルームは『遠足～水郡線に乗ってみよう♪～』です。
みんなでバスに乗り、新緑の矢祭山まで行って、矢祭山公園で遊ん
だら、帰りは水郡線で帰ってきます。公民館を飛び出し楽しく遊び
ましょう♪

５月のなかよしルーム参加者募集♪

　0 歳から幼稚園入園前のお子さんとその保護者を対象にした子
育て講座で、公民館を会場に毎月１回（基本第３金曜日）、開催
しています。お母さんだけでなく、お父さんやおじいちゃん、お
ばあちゃんの参加も大歓迎です！子育て中のみなさんで交流し、
情報交換やお友だちの輪を広げる場としてご活用ください。
　参加募集は毎月このページや IP 告知端末でお知らせしています。

日　　時：５月 17 日（金）
　　　　　午前９時 20 分
集合場所：塙町営体育館駐車場
持 ち 物：おやつ・飲み物・運賃
申し込み先：生涯学習課☎ 43-2644
申込期限：５月 16 日（木）
　※バスが定員になり次第、締め
　切りますので、ご了承ください。

なかよしルームとは

各種大会･教室参加者募集中！

遊歩道で水に親しむ参加者

　

子
育
て
講
座
な
か
よ
し
ル
ー
ム

の
平
成
31
年
度
第
１
回
活
動
『
お

花
見
散
歩
』
を
、
４
月
12
日(

金)

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

５
組
14
人
の
参
加
者
は
、
会
話

を
し
な
が
ら
塙
町
公
民
館
か
ら
の

散
歩
を
楽
し
み
、
向
ヶ
岡
公
園
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
具
で
仲
良

く
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
向
ヶ
岡
公
園
や
塙
町
公

民
館
の
桜
の
前
で
撮
影
し
た
写
真

を
は
じ
め
、
活
動
の
写
真
は
３
月

の
パ
ネ
ル
作
り
で
活
用
し
ま
す
。

な
か
よ
し
ル
ー
ム
開
講

み
ん
な
で
お
花
見
散
歩
♪



く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

　

総
務
省
で
は
、
塙
町
を
担
当
す

る
行
政
相
談
委
員
に
、
４
月
１
日

付
で
和
田
俊
道
さ
ん
（
上
町
）
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・

市
町
村
な
ど
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
　

時

　

令
和
元
年
５
月
21
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館
小
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
１

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
に
、

心
配
ご
と
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
は
、
塙
町
心
配
ご
と

相
談
員
や
弁
護
士
（
月
１
回
）
が

応
じ
ま
す
。

■
日
　

時
（
５
月
）

　

13
日
（
月
）
・
20
日
（
月
）

　

・
27
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

※
弁
護
士
相
談
は
13
日
（
月
）
の

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
４
３
）
２
１
５
４

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
最
も
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。
医
療
や
介
護
の
悩
み
、

妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
失
業
や

経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心

配
ご
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
４
３
）
２
１
５
４

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
毎
年
６
月
１
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

人
権
擁
護
委
員
が
町
で
、
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
塙
町

で
は
、
以
下
の
日
程
で
特
設
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時

　

令
和
元
年
６
月
４
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）１
９
９
４

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
歯
科
健

康
保
持
お
よ
び
予
防
な
ど
の
た

め
、
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
歯
の
健
康
は
、
歯
周
病
予
防

や
噛
む
力
の
低
下
に
よ
る
誤
え
ん

性
肺
炎
予
防
の
た
め
に
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
で
、
昭
和
18
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

■
健
診
項
目

　

問
診
、
歯
（
義
歯
）、
咬
合
、

歯
周
組
織
、
え
ん
下
の
状
態
な
ど

■
健
診
費
用
　

無
料

■
健
診
期
間

　

令
和
元
年
６
月
１
日（
土
）か
ら

　

令
和
元
年
11
月
30
日（
土
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合

　

☎
０
２
４（
５
２
８
）９
０
２
４

　

経
営
所
得
安
定
交
付
金
（
水
田

転
作
作
物
な
ど
の
交
付
金
）
は
、

相　談
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

総
務
課

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
す

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

おしらせ

おくやみ申し上げます

３月16日から４月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

藤田　トクさ 
ん 101歳 田 代

高野シヅイさ 
ん  86歳 川 上

鈴木　一郎さ 
ん  65歳 東 河 内

益子　保子さ 
ん  97歳 上 石 井

松本　栄三さ 
ん  87歳 川 上

近藤千惠子さ 
ん  84歳 常世中野

緑川ヨシミさ 
ん  84歳 真 名 畑

原　フサヱさ 
ん  83歳 台 宿

齋藤　　一さ 
ん  99歳 伊 香

小藤　　正さ 
ん  95歳 末 広 町

白石　フサさ 
ん  90歳 川 上

寺岡　律雄さ 
ん  75歳 桜 木 町

石山トシノさ 
ん  91歳 伊 香

瀨谷　光洲さ 
ん  84歳 大 町

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際
　に窓口に申し出てください。

（町内 35 カ所）
片貝分館

４/９ 0.08

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

４/９ 0.07 ４/９ 0.07 ４/９ 0.08

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

４/９ 0.07 ４/９ 0.08 ４/９ 0.08

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

４/９ 0.07 ４/９ 0.07 ４/９ 0.07

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

４/９ 0.08 ４/９ 0.08 ４/９ 0.08

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

４/９ 0.10 ４/９ 0.09 ４/９ 0.09

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

４/９ 0.08 ４/９ 0.07 ４/９ 0.08

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

４/９ 0.09 ４/９ 0.07 ４/９ 0.11

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

４/９ 0.08 ４/９ 0.10 ４/９ 0.09

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

４/９ 0.08 ４/９ 0.09 ４/９ 0.09

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

４/９ 0.08 ４/９ 0.07 ４/９ 0.07

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　 / 時間

地上１㍍で測定

４/９ 0.08 ４/９ 0.08

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

４/９ 0.06 ４/９ 0.07

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

和田俊道さん
（上町）
☎ 43-0599

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
歯
科

口
腔
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

水
田
や
畑
で
野
菜
な
ど
を
作
付
け

し
、
販
売
な
ど
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
で
受
け
ら
れ
る
交
付
金
で
す
。

■
申
請
で
き
る
農
業
者

①
水
田
に
、
販
売
目
的
で
飼
料
作

　

物
、
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、

　

そ
ば
、
麦
、
大
豆
な
ど
を
作
付

　

け
さ
れ
る
方

②
水
田
に
、
販
売
目
的
で
振
興
作

　

物
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
）を
作
付
け
さ
れ
る
方

③
畑
に
、
販
売
目
的
で
そ
ば
・
麦
・

　

大
豆
・
な
た
ね
を
作
付
け
さ
れ

　

る
方
（
申
請
は
認
定
農
業
者
、

　

集
落
営
農
・
認
定
新
規
就
農
者

　

に
限
り
ま
す
）

■
受
付
日
時

　

令
和
元
年
５
月
20
日
（
月
）
か
ら

　

令
和
元
年
５
月
22
日
（
水
）

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
７
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

■
場
　

所

　

塙
農
村
勤
労
福
祉
会
館
１
階

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
振
興
課
　

農
林
振
興
係

　

☎
（
４
３
）２
１
１
８

　

自
動
車
税
は
、
銀
行
な
ど
の
金

融
機
関
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
５

月
31
日
（
金
）
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　

☎
０
２
４
８
（
２
３
）
１
５
１
９

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

福
島
民
報
社
が
主
催
す
る
「
し
あ

わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」
が
今
年
も

実
施
さ
れ
ま
す
。
対
象
の
方
は
、

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　

　

昭
和
44
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

■
受
付
期
間
　

　

令
和
元
年
７
月
11
日
（
木
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
４
３
）
２
１
５
４

　

入
隊
後
約
３
カ
月
、
自
衛
官
と

し
て
必
要
な
基
礎
を
学
び
、
教
育

終
了
後
正
式
に
自
衛
官
に
任
用
さ

れ
る
自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
募
集
は
、
18
歳
以
上
33

歳
未
満
の
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
、

陸
・
海
・
空
自
衛
官
）
で
、
受
付

は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
試
験
日
な
ど
の
詳
細
は
受
付

時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８（
２
４
）０
３
７
２

　

５
月
31
日（
金
）は
世
界
禁
煙
デ

ー
、
５
月
31
日（
金
）か
ら
６
月
６

日（
木
）は
禁
煙
週
間
で
す
。
健
康

増
進
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
望

ま
な
い
受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
一

層
求
め
ら
れ
ま
す
。福
島
県
で
は
、

禁
煙
に
取
り
組
む
施
設
や
車
両
を

有
す
る
事
業
所
を
登
録
・
認
証
し
、

タ
バ
コ
の
煙
に
触
れ
な
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
施
設

管
理
者
の
方
か
ら
の
申
請
、
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
推
薦
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
増
進
課

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）５
４
４
３

経
営
所
得
安
定
交
付
金
の

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

塙
町
農
業
再
生
協
議
会

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日（
金
）で
す

県
南
地
方
振
興
局

おしらせ
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰

塙
町
社
会
福
祉
協
議
会

自
衛
官
候
補
生

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

空
気
の
き
れ
い
な
施
設
・
車
両

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　先月号（平成 31 年４月号）の７ページと

８ページに、下記の通り誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

■７ページ…農業集落排水処理施設使用料　

　【１カ月分】の表内の表記

　・旧料金 誤 平成31年５月分まで　　　　

　　　　　　　（平成 31 年３月・４月使用分）

　　　　　 正 平成31年３月分まで　　　　

　　　　　　　（平成31年２月・３月使用分）

　・新料金 誤 平成31年７月分から　　　　

　　　　　　　（平成31年５月・６月使用分）

　　　　　 正 平成31年５月分から　　　　

　　　　　　　（平成31年４月・５月使用分）

■８ページ…平成 31 年度一般会計当初予算

　の歳入のグラフ内の金額およびパーセント

　・繰入金 誤 5 億 9,155 万円 9.6％

　　　　　 正 5 億 8,476 万円 9.5％

　・諸収入 誤 1 億 1,139 万円 1.8％

　　　　　 正 1 億 1,818 万円 1.9％

お詫びと訂正
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Town Topics

　塙保育園で４月５日（金）、各小学校・塙中学
校で４月８日（月）、各幼稚園で４月９日（火）
に入園・入学式が行われました。
　満開の桜に迎えられ、新しい春を迎えた子ども
たちは、新しい環境に少し緊張した様子を見せな
がらも、名前を呼ばれると「はい！」と元気に返
事をしていました。子どもたちは、これから始ま
る新生活に期待を膨らませるとともに、希望に満
ち溢れた表情を見せてくれました。

新しい春 新しいスタート
―町内で入園・入学式―

「ありがとうございます」。大きな声で教科書を受け取りました（塙小学校）

楽しい園生活がスタートしました（笹原幼稚園） 「立派な塙中学生になることを誓います」と
誓いのことばを述べた鈴木紗華さん（塙中学校）

「はい！」。元気に返事ができました（塙保育園）

楽しく農業と食を学んでね
―ＪＡ東西しらかわが「ちゃぐりん」と補助教材を贈呈―

　４月 15 日（月）　ＪＡ東西しらかわ農業協同組
合による小学生向け雑誌「ちゃぐりん」と補助教材
「農業とわたしたちのくらし」の贈呈式が塙小学校
で行われ、菊池常務理事から代表児童の鈴木陽龍さ
ん、鈴木千晴さん（いずれも５年生）に贈呈されま
した。同席した西牧校長が、毎年の贈呈に感謝を述
べ、代表児童の２人は「楽しく読んで、農業や食べ
物の大切さを学びたいです。ありがとうございます」
とお礼の言葉を述べました。なお、この教材は、管
内の小学校に配布されています。

　４月９日（火）　新入学児童・園児の交通事故防
止運動と春の全国交通安全運動に合わせ、運転者に
交通安全を呼びかける「テント村作戦」が、道の駅
はなわおよび周辺道路で行われました。町交通対策
協議会（会長：宮田秀利町長）が、棚倉警察署、県
南地方振興局、棚倉地区交通安全協会などと連携し、
国道 118 号線を通過するドライバーに、啓発グッ
ズを配って交通安全を呼びかけました。ドライバー
の皆さん、今後も安全運転をお願いします。

思いやりと譲り合いを呼びかける
―道の駅はなわ周辺で「テント村作戦」―

「ちゃぐりん」は８年目、「農業とわたしたちのくらし」は12年目
の贈呈となりました。子どもたちも楽しみにしている教材です

ドライバーに啓発グッズを配り交通安全を呼びかける宮田町長

環境作りやサロンの立ち上げなどについて情報交換をしました

参加しやすいサロンづくりのために
―第１回「介護予防ボランティア」連絡会議が開催―

　４月 16 日（火）　地区のいきいき健康教室やサ
ロンでスタッフとして活動する介護予防ボランティ
アと保健推進員の情報交換会が、塙農村勤労福祉会
館で行われ、昨年度の活動の振り返りや今年度の活
動目標などについて話し合いました。また、現在町
内では、７地区でいきいき健康教室、11 地区でサ
ロンがあり、今後サロンなどの立ち上げを検討して
いる地区へのアドバイスも行われ、地区の皆さんが
参加しやすい環境づくりの重要性などについて意見
を交わしました。
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　ふるさと塙町を離れて、58

年の歳月が過ぎました。毎月届

けていただく「広報はなわ」は、

ふるさとに触れる唯一の機会

で、毎回楽しみにしています。

　私が住んでいる狭山市は、埼

玉県の南西部に位置し、地名の

狭山とはかけ離れた平坦な地形

です。人口約 15 万人で、県内

では 15 番目に誕生した都市で

す。以前は、日本三大茶の一つ

である狭山茶の生産を主体とし

た農村地帯でした。昭和 29 年

の市制施行後、積極的に工場誘

致を行い、現在は製造品出荷額

で埼玉県内第１位となり、県内

最大の工業都市となっていま

す。市域には、西武池袋線と西

武新宿線が通り、市内には４つ

の駅があり、都心に出るには大

変便利な所です。また、近隣に

は小江戸と呼ばれ多くの観光客

が訪れる川越市と、所沢市には

プロ野球埼玉西武ライオンズの

本拠地、西武ドームがあり、シ

ーズンには多くの観客でにぎわ

います。

　定年退職後、自分が住んでい

る地域の歴史に興味が湧き「樂

史会」という会に入会して、地

域の歴史を学び、史跡の調査な

どを行っています。その調査結

果を冊子にまとめ、数冊の本を

出版してきました。最近出版し

た『狭山市域の寺子屋』は、寺

子屋で学んだ筆子（子ども）た

ちが、師匠のために建てた「墓

石・墓碑」を探して克明に調べ

た結果、市内には２１カ所の寺

子屋があったことが分かり、ま

た、墓石や墓碑に刻まれた筆子

たちの名前から、江戸時代すで

に農民も名字を使用していたこ

と、多くの女性も学んでいたこ

となども分かりました。

　この地に移り住んできた当時

は、まだまだ未開の地で、住ま

いの周りはお茶畑が広がり、家

の窓からは富士山を眺めること

ができました。今では宅地化が

進み、当時とは様相が一変しま

したが、江戸時代の新田開発で

人工的に植林された武蔵野の雑

木林が残っており、春は若葉の

美しさ、夏は森の中の涼を、そ

して秋には紅葉が見られ、年間

を通してウォーキングなどの野

外活動には最適な所です。また、

子どもたちは、カブトムシやク

ワガタの採集も楽しめます。平

素は、有志で林の中の清掃整備

や、夏休みには間伐材や松ぼっ

くり、ドングリなどを使った「木

工教室」などを開き、地域の人

たちとの交流を深め、地域に溶

け込んだ日々を送っています。

私の住む街と
退職後の活動

　このコーナーでは、東京塙会の皆
さんの住む街のことや近況について
紹介しています。（随時掲載予定）。

私の住む街Ｎｏｗ

近
藤 

幸
次
さ
ん

埼
玉
県
狭
山
市
在
住
（
常
世
北
野
出
身
）-Vol.49-
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毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
た
随
想
リ

レ
ー
が
、
ま
さ
か
自
分
に
回
っ
て
く
る

と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後

は
「
何
を
書
こ
う
」
と
の
思
い
で
し
た
。

　

塙
町
に
来
て
、
一
番
に
思
っ
た
こ
と

は
、
町
の
皆
さ
ん
が
温
か
い
と
い
う
こ

と
と
、
人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

い
わ
き
市
小
名
浜
で
生
ま
れ
育
っ
た

私
が
、
塙
町
に
嫁
い
で
き
た
の
は
平
成

16
年
で
し
た
。
現
在
中
学
２
年
生
、
中

学
１
年
生
、
小
学
５
年
生
、
小
学
１
年

生
の
４
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
そ
の

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
過
程
で
、
町
が

主
催
し
て
い
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
参

加
し
た
こ
と
が
、
塙
町
の
仲
間
に
出
会

え
た
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
上
の

娘
が
小
さ
か
っ
た
と
き
に
お
世
話
に

な
っ
た
指
導
員
さ
ん
に
は
、
こ
の
春
か

ら
一
番
下
の
息
子
が
学
童
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
仕
事
の
都
合
で
、
一
度
い

わ
き
市
に
転
出
し
、
再
度
塙
町
に
戻
っ

て
き
た
と
き
も
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め

て
自
然
に
迎
え
入
れ
て
も
ら
え
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
は
、子
育
て
中
心
の
生
活
で
す
が
、

そ
の
生
活
の
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
で
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
日
々
実

感
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
随
想
リ
レ
ー

の
お
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
次
回

の
随
想
リ
レ
ー
を
快
く
受
け
て
く
れ
た

石
黒
さ
ん
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
、
４
人
の
子
ど
も
た
ち
に

出
会
え
た
こ
と
、
塙
の
地
に
住
む
き
っ

か
け
と
な
っ
た
主
人
と
の
出
会
い
に
感

謝
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
一
期
一
会
」
と
い
う

言
葉
を
胸
に
、
そ
の
と
き
の
出
会
い
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
と
も
ど
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
次
回
は
石
黒
淑
子
さ
ん
（
材
木
町
）
で
す
】

「
大
切
な
出
会
い
」

戸
と い だ

井田  香
か お り

織さん（台宿）

職　　　業：公務員
趣　　　味：お菓子作り
好きな言葉：一期一会

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 354-
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■福島県南環境衛生センター・㈱カンスイ役職員一同　様

　14 万円（風呂山公園のつつじ募金・通算 14 回目）

心温まる善意に感謝（４月分）

 ⾵呂⼭公園のつつ
じの育成を願って、
毎年寄附いただいて
おります（14 回⽬）。

【写真：宮⽥町⻑に
つつじ募⾦を寄附す
る理事の本多幸雄さ
ん㊨】

Toida Kaori

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　 所

小堀塁
る う く

佑功く
　ん 友 寛 ・ 瞳 ４/４ 上 渋 井

金澤　諒
りょうすけ

祐く
　ん 和 人 ・ 知 香 ４/５ 植 田

ち
ゃ
　ん

こんにちは赤ちゃん
３月１6日から４月１５日までの届け出



▼
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
表
紙

は
、
平
成
元
年
か
ら
の
５
月

号
（
一
部
）
を
並
べ
た
も
の
で

す
。
平
成
の
間
に
３
６
０
号
超

の
「
広
報
は
な
わ
」
が
発
行
さ

れ
て
き
た
の
だ
な
と
歴
史
の
深

さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
当
時

の
広
報
は
な
わ
に
写
っ
て
い
る

方
は
、
今
ど
こ
で
ど
う
し
て
い

る
の
か
な
ぁ
な
ん
て
思
っ
た
り

も
し
ま
し
た
。
令
和
に
な
っ
て

も
「
広
報
は
な
わ
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
今
年
度

も
、
引
き
続
き
広
報
担
当
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
取
材
の
際
に
は
、
何
か

と
お
世
話
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

（
松
）

　

編

集

後

記
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　軽自動車税　　全期

　固定資産税　　１期

　納　期　限　５月 31 日（金）

◆口座振替日は５月27日（月）です。

５月12日（日）
おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８ ６月９日（日）

つちやクリニック
☎４３―２２５０

５月19日（日）塙 厚 生 病 院
☎４３―１１４５ ６月16日（日）東 舘 診 療 所

☎４６― ２３１２

５月26日（日）木 村 医 院
☎４６―３５２８ ６月23日（日）和 田 医 院

☎３３― ２０１２

６月２日（日）あらまちクリニック
☎３３― ８０１８ ６月30日（日）大 木 医 院

☎３３―２４２４

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

発
行
・
編
集
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　男性 4,305人（－ 23）　　　世帯数 3,270世帯（－10）
　女性 4,397人（－ 33）　　　　　　　　（　）内は前月比

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳の人口、
　　世帯数を掲載しています。

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
遊
び
に
お
い
で
よ
！

⽊
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
は
な
わ

■
毎
年
大
好
評
の
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

町
は
、
平
成
30
年
１
月
22
日
に
県
内
で

は
３
番
目
と
な
る
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
宣

言
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
育
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
は
「
木
育

キ
ャ
ラ
バ
ン
in
は
な
わ
」
を
開
催
し
、
毎

年
、
の
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者

が
、さ
ま
ざ
ま
な
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
、

豊
か
な
感
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
好
評
を
得
て
き
た
「
木
育
キ
ャ
ラ

バ
ン
in
は
な
わ
」
を
、
今
年
も
開
催
し

ま
す
（
昨
年
度
と
会
場
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。
約

２
５
０
種
類
の
木
の
お
も
ち
ゃ
が
大
集
合

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
木
の
温
も
り
と
楽
し
さ

に
触
れ
、
思
い
切
り
遊
び
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⽊育キャラバン in はなわ（⼊場無料）
■期　日　令和元年６月 15 日（土）・16 日（日）

■時　間　午前 10 時から午後４時

■会　場　塙農村勤労福祉会館大研修室（塙町役場北側）

■その他　

・16 日（日）は、木のおもちゃ収納箱・マガジンラックを

　作る木工コーナーを設けます（無料・午前、午後とも 30

　組限定）。木の手触りを楽しみながら、木工品を作りましょう。

■問い合わせ　健康福祉課　☎４３－２１１５

●休日の当番医

●今月の納税など

●町の人口　８，７０２人（４月１日現在）

広報はなわをスマートフォンへ配信中

android 用

ios 用


